
1978年出上の木簡

京
都
。平
安
京
西
市
跡

１

所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
西
七
条
北
衣
田
町
　
北
西
野
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
和
５２
）
一
〇
月
？
七
八
年
四
月

３

発
掘
機
関
　
　
一爪
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４

調
査
担
当
者
　
鈴
木
久
男
　
平
田
泰
　
家
崎
考
治
　
辻
裕
司
　
辻
純

一

中
村
敦
　
吉
川
義
彦
　
百
瀬
正
恒

５

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６

遺
跡
の
時
代
　
平
安
ｉ
鎌
倉
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
市
跡
の
発
掘
調
査
は
、
地
下
共
同
埋
設
溝
の
建
設
に
伴
う
調
査
と
し
て
、

一
九
七
七
年

一
〇
月
か
ら
翌
年
四
月
に
か
け
て
行

っ
た
。
七
条
通
の
道
路
内
に

一
〇

ｍ
Ｘ
五

ｍ
規
模
の
ト
レ
ン
チ
を
基
本
に
、
八
個
所
開
け
、
約
四
〇
〇
∬
の

発
掘
を
行

っ
た
。

木
簡
の
出
土
し
た
ト
レ
ン
テ
は
、
西
大
路
七
条
の
交
差
点
内
に
あ
り
、
平
安

時
代
前
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の
各
遺
構
が
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
平
安
時
代
の

遺
構
は
井
戸
三
基
、
滸
、
土
娯
、
祭
祀
遺
構
な
ど
で
、
木
簡
は
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
〇

か
ら
三
点
、
最
下
層
遺
物
包
含
層
か
ら

一
点
の
計
四
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ
二
〇

は

一
辺
○

・
五

ｍ
の
方
形
縦
板
組
み
井
戸
で
、
深
さ

一
・
六

ｍ
残

存

し

て

い

た
。
井
戸
埋
土
は
四
層
に
分
層
さ
れ
、
木
簡
は
三
点
共
第
二
層
か
ら
出
土
し
た

が
、
埋
上
の
各
層
間
に
は
土
師
器
の
型
式
差
が
な
く
、
短
期
間
に
埋
没
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
遺
物
に
は
土
師
器
杯

・
皿

・
甕

・
黒
色
土
器
杯

・
須

恵
器
杯

。
蓋

・
甕

・
緑
釉
陶
器
皿

・
杯

・
灰
釉
陶
器
皿

・
杯
な
ど
、
木
器
で
は

盤

。
曲
物

。
杓
子

・
箸

・
櫛

・
下
駄

・
削
り
掛
け
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器
に

は
、
「
殿
」
。
「
出
」
な
ど
が
あ
る
。
土
師
器

・
黒
色
土
器
の
内
面
に
刻
線
を
持
つ

も
の
が
多
い
。
銅
銭
は
隆
平
永
宝

一
枚

。
承
和
昌
宝
三
四
枚

。
長
年
大
宝

一
六

枚

・
饒
益
神
宝

一
枚

・
不
明

一
枚
の
計
五
三
枚
が
出
上
し
た
。

８

木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｅ
二
〇
出
土
木
簡

０

「＜
承
和
五
千
文
安
継
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牌⇔∞×
］∞逢

需
∞

②

名
＜
承
和
六
貫
文
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞Φ×
］岸溢

需
牌

名
＜
勘
有
名
　
　
」

包
含
層
出
土
木
簡

③
　
「
日
日
□
　
　
道
守
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Юｏヽ
×
』ｏ漱

３
μ

ｌ
、
２
の
木
簡
は
付
札
で
、
井
戸
内
か
ら
出
上
し
た
承
和
昌
宝
三
四
枚
中
、

三
〇
枚
は
井
戸
底
か
ら
ま
と
ま

っ
て
出
土
し

た
。
ト
レ
ン
テ
全
体
で
は
二
〇
八
枚
の
皇
朝
十

二
銭
が
出
土
し
、
和
同
開
弥
か
ら
乾
元
大
宝
ま

で
の
全
て
が
そ
ろ
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
と
、

１

・
２
の
本
簡
の
出
土
は
市
の
性
格
を
よ
く
示

す
遺
物
で
あ
る
。

（百
瀬
正
恒
）



京
都
・平
安
京
左
京
八
条
三
坊
跡

１

所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
下
京
区
西
洞
院
通
り
塩
小
路
上
ル
東
塩
小
路
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
四
月
？
六
月

３

発
掘
機
関
　
　
一爪
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

４

発
掘
担
当
者
　
丸
川
義
広
　
辻
純

一

５

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６

遺
跡
の
時
代
　
桃
山
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
で
は

一
九
七
八
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

京
都
市
下
京
区
西
洞
院
通
り
塩
小
路
上
ル
東
塩
小
路
町
に
お
い
て
、
下
京
区
役

所
移
転
に
伴
う
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
現
場
は
西
洞
院
通
り
と
塩
小
路
通
り

の
交
差
点
の
北
東
隅
で
、
平
安
京
の
左
京
八
条
三
坊
に
あ
た
る
。

調
査
の
結
果
、
調
査
区
の
西
半
分
に
南
北
方

向
の
河
川
跡

「
西
洞
院
川
」
を
、
東
半
分
に
五

基
の
井
戸
跡
を
検
出
し
、
ま
た
多
く
の
遺
物
の

出
土
を
み
た
。
西
洞
院
川
は
幅

一
一
ｍ
以
上
、

深
さ
二
ｍ
あ
り
、
埋
土
中
に
多
量
の
遺
物
を
包

含
し
て
い
た
。
出
土
遺
物
の
う
ち
、
土
器
に
は

土
師
器

・
瓦
器

・
陶
器

。
磁
器
等
が
、
木
製
品

に
は
曲
物

・
漆
器

・
折
敷

・
箸

・
輸

・
物
差
し

・
下
駄
等
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
特
に
多
様
な
木
製
品
は
当
時
の
生
活
文
化
を

知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
近
世
の
中
で
も

ほ
ぼ
桃
山
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
出
土
遺
物
の
中
に
二
点
の
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
た
。
木
簡

一
は
西
洞

院
川
跡
の
埋
土
第
四
層
か
ら
出
土
し
、
木
簡
二
は
西
洞
院
川
跡
の
埋
土
第
五
層

か
ら
出
上
し
た
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

名
＜
早
瀬
喜
衛
門
尉
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐｏｏ×
］ｏＸ

３
∞

名
＜
鰈
廿
本
入
　
　
」

②

名
＜
越
前
北
庄
少
回
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（饉
）×
Ю∞送

需
∞

名
＜
五
太
刀
弁
×

ま
た
、
二
点
の
木
簡
の
切
り
込
み
上
部
に
は
、
木
簡

一
で
は
片
面
に

「余
」

が
、
本
簡
二
で
は
両
面
に

「日
」
の
墨
書
の
記
号
を
も
つ
点
も
興
味
深
い
。

さ
て
、
以
上
二
点
の
木
簡
は
、
そ
の
形
態
や
墨
書
の
内
容
か
ら
み
て
、
地
方

か
ら
京
都
に
運
ば
れ
て
き
た
物
資
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
、
近
世
初
頭
の
京

都
に
お
け
る
商
業
活
動
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
木
簡
二

に
み
え
る

「
越
前
北
庄
」
は
戦
国
大
名
柴
田
勝
家
の
居
城
で
、

寛
永
元
年

（
一

六
一一四
）
に
現
在
の
福
井
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
今
回
河
川
か
ら
出

土
し
た
遺
物
群
は
、
あ
る
程
度
実
年
代
の
推
定
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
資
料
的

価
値
は
大
き
い
。

（丸
川
義
広
）


